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研究課題名 不斉自己触媒反応の開発と不斉認識および不斉の起源の研究

研究の概要等 生体物質には、 アミノ酸のように可能な光学異性体のうち一方の絶対配置をもL-

つ光学活性な分子が多い。従って、望む光学異性体のみを不斉合成する手法の開発

が重要な課題とされている。本研究では不斉自己触媒反応、すなわち生成物自身が

自己を生成する不斉自己触媒となり自己増殖する効率的な不斉増殖法を開発する。

不斉自己触媒反応は，反応の進行により生成物すなわち触媒が効率的に増殖し、生

成物は次の不斉自己触媒反応に用いることができるので事実上無限大の増殖率を持

ち、従来とは大きく異なる原理に基づく不斉合成法である。一方、有機化合物の不

斉の起源と増幅過程の解明は、長年多くの知的好奇心を集めてきた未解決の課題の

ひとつである。本研究ではピリミジルアルカノール類を用いて超低光学純度の不斉

自己触媒が光学純度を増幅させつつ不斉自己増殖し、ほぼ一方の光学異性体のみに

至る不斉自己触媒反応を開発する。また、これに基づき，円偏光などの物理的要因

を不斉源とする不斉自己触媒反応を行い、有機化合物の不斉の起源と増幅過程の解

明に貢献する。
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）
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